
編
集
後
記

▼
お
待
た
せ
致
し
ま
し
た
。「
現
代
宗
教
研
究
」第
四
十
二
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

▼
平
成
十
九
年
四
月
十
一
日
、
現
宗
研
顧
問
（
前
所
長
）
久
住
謙

是
上
人
が
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
増
道
損
生
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
久
住
所
長
時
代
に
主
任
と
し
て
お
仕
え
さ
れ
た
伊
藤

立
教
師
に
よ
る
追
悼
文
を
掲
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成
十
四

年
に
石
川
教
張
元
所
長
、
翌
十
五
年
に
中
濃
教
篤
元
所
長
、
そ
し

て
久
住
前
所
長
と
、
研
究
所
を
草
創
期
か
ら
担
っ
て
来
ら
れ
た

方
々
を
次
々
と
失
い
、
現
宗
研
が
転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る

こ
と
を
予
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
先
師
の
遺
志
を
継
承
し
つ
つ
、
新

た
な
現
宗
研
を
、
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

▼
立
正
平
和
運
動
は
、
そ
れ
こ
そ
現
宗
研
創
設
以
来
の
基
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
時
代
状
況
の
変
遷
も
あ
り
、
如
何
に
再
活
性

化
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
田
澤

所
長
が
「
宗
報
」
平
成
十
九
年
七
月
号
に
、
三
好
龍
孝
師
の
論
文

を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
「
教
化
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
三
好
達
治

の
詩
か
ら
み
た
戦
争
責
任
と
平
和
憲
法
」
は
各
方
面
か
ら
反
響
を

呼
び
ま
し
た
。
当
該
論
攷
な
ら
び
に
三
好
師
の
教
化
学
研
究
発
表

大
会
特
別
発
表
に
是
非
御
注
目
下
さ
い
。

▼
反
響
を
呼
ん
だ
と
言
え
ば
、「
宗
報
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
伊

藤
立
教
前
主
任
の
「
現
宗
研
の
時
事
ノ
ー
ト
」
で
の
、
ヒ
ッ
ト
曲

「
千
の
風
に
な
っ
て
」
に
関
す
る
考
察
は
、
朝
日
新
聞
等
の
マ
ス
コ

ミ
が
言
及
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
教
化
学
研
究
発
表
大
会

の
際
、
師
自
身
に
よ
り
総
括
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
他
、
教
化

学
研
究
発
表
大
会
の
諸
師
の
論
攷
を
、
本
年
も
「
教
化
学
論
集
」

と
し
て
別
冊
と
は
せ
ず
、
本
所
報
に
収
録
致
し
ま
し
た
。

▼
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座
は
、『
お
寺
の
経
済
学
』
の
著

書
で
知
ら
れ
る
慶
応
大
学
教
授
中
島
隆
信
氏
に
よ
る
講
演
「
お
寺

は
生
き
残
れ
る
か
」で
す
。
中
島
教
授
は
、
お
寺
の
在
り
方
を「
観

光
寺
」「
信
者
寺
」「
檀
家
寺
」
に
三
区
分
し
て
、
意
外
に
も
（
？
）、

「
檀
家
寺
」
た
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

教
授
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
檀
家
寺
」
と
な
る
の
は
簡
単
で
は
な
さ

そ
う
で
す
が
。「
教
団
と
い
う
も
の
は
基
本
的
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

式
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
式
が
あ
り
、
日
蓮
宗
の
教
化
活
動
を
し
て
行

く
上
で
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、

「
お
金
が
動
い
て
い
る
以
上
、
宗
教
性
、
非
営
利
性
、
公
共
性
を
証

明
す
る
に
は
料
金
を
提
示
し
な
い
こ
と
」
等
々
の
示
唆
に
富
ん
だ
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重
要
な
指
摘
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

▼
中
央
教
化
研
究
会
議
で
の
、
社
会
学
者
宮
台
真
司
氏
（
首
都
大

学
東
京
教
授
）
の
基
調
講
演
「『
正
し
さ
』
の
不
可
能
性
と
現
代
宗

教
」
を
収
録
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
現
宗
研
で
の
ミ
ニ
講
演
「
宗

教
者
が
平
和
運
動
を
行
う
意
味
」
を
も
採
録
い
た
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
「
宗
報
」
平
成
十
九
年
十
二
月
号
の
拙
稿
「
現
宗
研
だ
よ

り
」
に
譲
り
ま
す
が
、
後
者
を
総
論
編
、
前
者
を
各
論
編
と
し
て

お
読
み
頂
け
れ
ば
、
宮
台
教
授
一
流
の
宗
教
社
会
学
と
「
正
し
さ

の
不
可
能
性
」
を
御
理
解
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
我
々
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
ど
う
「
立
正
安
国
」
を
伝
え
る

の
か
。
本
宗
の
若
き
俊
英
が
宮
台
教
授
に
挑
ん
だ
中
央
教
研
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
分
科
会
報
告
に
も
御
注
目
下
さ

い
。

▼
研
究
ノ
ー
ト
は
主
に
「
研
究
例
会
」
に
て
発
表
さ
れ
た
、
研
究

員
諸
師
の
、
各
々
の
研
究
課
題
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
で

す
。
各
人
各
様
の
方
法
と
観
点
に
よ
る
研
究
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
日
蓮
宗
の
教
化
学
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
書
か

れ
た
も
の
で
す
。

▼
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
は
、
別
項
に
記
載
し
ま
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
研
究
調
査
項
目
を
分
担
し
た
成
果

の
一
部
で
す
。
平
成
十
九
年
度
の
研
究
調
査
項
目
な
ら
び
に
分
担

は
、
原
則
と
し
て
平
成
二
十
年
度
へ
継
続
し
、
そ
こ
で
一
往
の
取

り
纏
め
を
行
う
予
定
で
す
。
従
っ
て
、
本
年
度
の
報
告
は
、
研
究

調
査
途
上
で
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
派
生
的
な
も
の
で

あ
っ
た
り
、
項
目
に
よ
っ
て
は
報
告
を
省
略
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

▼
日
蓮
正
宗
の
佐
渡
塚
原
跡
碑
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
引
き

続
き
、
小
瀬
研
究
員
に
よ
る
詳
細
な
研
究
調
査
報
告
を
掲
載
致
し

ま
し
た
。

▼
黒
木
報
源
師
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
は
、
小
樽
問
答
の
余
波
で
も
あ

り
、
本
宗
現
代
史
の
一
頁
で
あ
る
宮
崎
県
の
大
日
蓮
宗
に
つ
い

て
、
地
元
の
俊
穎
に
講
じ
て
貰
っ
た
も
の
で
す
。
尚
、
平
成
十
九

年
度
の
研
究
員
の
調
査
研
修
と
し
て
、
黒
木
師
に
ガ
イ
ド
を
お
願

い
し
な
が
ら
、
旧
大
日
蓮
宗
の
寺
院
を
巡
拝
致
し
ま
し
た
。

▼
別
欄
に
記
し
ま
し
た
通
り
、
所
員
二
名
が
伝
道
部
に
移
籍
、
教

務
部
か
ら
の
転
任
一
名
と
新
人
二
名
を
加
え
て
、
現
宗
研
の
平
成

十
九
年
度
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
更
に
、
年
度
半
ば
に
五
年

十
ヶ
月
に
亘
っ
て
主
任
を
務
め
ら
れ
た
伊
藤
立
教
師
が
退
任
さ
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れ
、
筆
者
が
後
任
と
な
り
ま
し
た
。
と
い
う
よ
う
な
次
第
に
て
、

今
年
度
は
所
内
人
事
に
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
体

制
、
と
言
う
よ
り
は
、
主
任
が
一
番
の
新
米
と
い
う
状
態
で
の
模

索
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
各
位
の
御
教
導
御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
髙
佐
宣
長
）
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